
大
空
を
舞
う
願
い
を
込
め
て

（

月

日
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
河
津

凧
作
り
）

１２

１２

大
空
を
舞
う
願
い
を
込
め
て

（

月

日
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
河
津

凧
作
り
）

１２

１２



２３

年頭のごあいさつ

迎春
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
幸
せ
を
感
じ
る
町
へ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
あ
ふ
れ
る
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
政
府
の
積
極
的
な
成
長
戦
略
の

効
果
も
あ
り
、
経
済
指
標
に
お
い
て
は
改
善
の
傾
向
が
見
ら

れ
ま
す
が
、
長
期
に
わ
た
る
景
気
の
低
迷
や
平
成
の
大
合
併

に
揉
ま
れ
た
小
規
模
町
村
の
体
力
は
未
だ
回
復
し
て
お
ら

ず
、
全
国

の
町
村
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

９２８

私
た
ち
の
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
雇
用
の
減
少
、
商
店
の

衰
退
、
観
光
の
低
迷
な
ど
、
経
営
活
動
は
停
滞
し
景
気
回
復

の
兆
し
も
乏
し
く
、
好
景
気
化
が
感
じ
ら
れ
な
い
の
が
実
情

で
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
が
町
の
活
力
向
上
を
推
進
す
る
た
め

に
提
言
さ
れ
る
町
政
へ
の
要
望
事
項
も
多
種
多
様
で
す
。

少
子
高
齢
化
対
策
、
経
済
振
興
策
（
商
業
、
農
林
水
産
、

観
光
）、
社
会
環
境
整
備
（
老
人
、
母
子
）
な
ど
、
ど
の
政

策
を
と
っ
て
も
大
切
な
事
業
で
す
。

町
議
会
に
お
い
て
は
住
民
意
思
を
尊
重
し
、
住
民
と
協
力

し
、
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
議
会
活
動

に
よ
り
、
議
会
本
来
の
機
能
を
発
揮
し
地
域
に
お
け
る
諸
問

題
の
解
決
に
一
層
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

国
で
は
新
た
に
地
方
に
目
を
向
け
た
「
地
方
創
生
」
を

柱
に
過
疎
的
に
置
か
れ
て
い
る
町
村
を
立
ち
あ
が
れ
る
よ

う
新
事
業
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
国
の
格
付
や
枠
付
が
見

直
さ
れ
地
方
公
共
団
体
の
自
決
権
が
拡
大
し
た
こ
と
に
よ

り
議
会
の
役
割
と
責
任
は
ま
す
ま
す
重
く
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。

太
陽
は
人
、
動
物
、
植
物
、
万
物
に
公
平
に
照
ら
す
よ

う
に
、
町
の
行
政
も
町
民
全
て
に
対
し
公
平
、
公
正
な
温

厚
を
享
受
で
き
る
よ
う
活
動
し
、
弱
者
に
対
し
て
は
そ
の

権
利
を
守
れ
る
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
民
の
皆
さ
ま
が
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
活
力

あ
る
明
る
く
幸
せ
を
感
じ
る
町
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し

て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
皆
さ
ま
の
素
晴
ら
し
い
未
来
が
築
か
れ
る
年
と
な

り
ま
す
よ
う
に
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
言
葉
と
い
た

し
ま
す
。

河
津
町
議
会
議
長

土
屋

粂
太
郎

共
生
・
共
創
・
共
働
の
ま
ち
づ
く
り

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
希
望

に
満
ち
た
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
日
頃
、
皆
さ
ま
に
は
町
政
各
般
に
わ
た
り
、
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

国
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
暮
、
安
倍
政
権
の
経
済
政

策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
評
価
な
ど
を
争
点
と
す
る
第
４７

回
衆
院
選
挙
が
行
わ
れ
自
民
党
が
圧
勝
し
、
引
き
続
い
て

の
経
済
対
策
に
期
待
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
内
閣

府
が
ま
と
め
た
経
済
報
告
で
は
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
基

調
が
続
い
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
地
方
で
は
い
ま
だ
景

気
低
迷
が
続
い
て
い
る
状
況
で
す
。
今
後
、
国
政
の
動
向

を
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
町
に
お
い

て
は
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

今
、
町
で
は
、
平
成

年
度
当
初
予
算
編
成
中
で
あ
り

２７

ま
す
が
町
民
の
要
望
に
応
え
る
と
と
も
に
、
将
来
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
事
業
の
有
効
性
を
見
極
め
、

重
要
政
策
課
題
等
へ
の
早
期
対
応
と
健
全
財
政
の
維
持
向

上
を
両
立
さ
せ
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

昨
年

月
に
は
、
公
共
施
設
整
備
計
画
推
進
委
員
会
を

１１

設
置
し
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
、
文
化
会
館
、

生
涯
学
習
室
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
機
能
に

防
災
へ
の
対
応
を
併
せ
持
っ
た
複
合
施
設
の
整
備
に
向
け

検
討
を
は
じ
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
ま
ち
づ
く
り
、
文
化
を

育
む
ま
ち
づ
く
り
、
町
民
の
交
流
の
場
と
し
て
、
整
備
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
課
題
は
多
岐

多
様
に
わ
た
り
、
山
積
み
し
て
お
り
ま
す
が
町
民
の
声
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
共
生
・
共
創
・
共
働
の
精
神
を
持
っ

て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
年
頭
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

河
津
町
長

相
馬

宏
行



４５

まちの話題

車
の
塗
装
や
重
機
の
操
作
に
挑
戦

町
商
工
会
青
年
部
主
催
の
子
ど

も
職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
第
３
回

職
人
へ
の
道
」
が

月

日
、
西

１１

３０

小
学
校
で
行
わ
れ
、
町
内
の
幼
児

や
小
学
生

人
が
大
工
仕
事
と
重

３７

機
の
操
作
、
車
の
塗
装
体
験
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

働
く
こ
と
の
楽
し
さ
や
大
切
さ

を
実
感
し
、
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

職
種
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
毎
年
実
施
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

で
、
大
工
や
建
設
、
板
金
業
に
携

わ
る
青
年
部
員
約

人
が
講
師
と

２０

な
り
、
子
ど
も
た
ち
に
重
機
の
操

作
や
塗
装
の
仕
方
な
ど
を
指
導
し

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
３
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、車
の
塗
装
や
シ
ョ

ベ
ル
カ
ー
の
操
作
、
く
ぎ
打
ち
な

ど
の
体
験
を
順
番
に
回
り
、
各
作

業
を
体
験
し
ま
し
た
。

車
の
塗
装
で
は
、
町
役
場
で
使

用
し
て
い
る
公
用
車
の
車
体
を
キ
ャ

ン
バ
ス
に
、
色
と
り
ど
り
の
花
や

魚
を
描
き
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
の
操

作
で
は
、
青
年
部
員
に
手
を
添
え

て
も
ら
い
、
レ
バ
ー
で
ア
ー
ム
を

動
か
し
ま
し
た
。
普
段
味
わ
う
こ

と
の
な
い
体
験
に
、
会
場
で
は
子

ど
も
た
ち
の
歓
喜
の
声
が
響
い
て

い
ま
し
た
。

な
お
、
イ
ベ
ン
ト
で
子
ど
も
た

ち
が
手
掛
け
た
車
は

月
５
日
に

１２

納
車
さ
れ
、
花
や
魚
が
塗
装
さ
れ

た
か
わ
い
ら
し
い
車
が
町
内
を
快

走
し
て
い
ま
す
。

上 思い思いに絵を描く子どもたち
左 かわいらしい花や魚が描かれた車

町
社
会
福
祉
協
議
会
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
若
ぎ
ゃ
あ
る
会
が

月
８
日
、
町
保

１２

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
教
養
娯
楽
室
で
行
わ

れ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

人
が
ビ

２９

ン
ゴ
や
演
劇
鑑
賞
を
楽
し
み
ま
し
た
。

若
ぎ
ゃ
あ
る
会
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
交
流
の
場
と
し

て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
恒
例
行
事
で

す
。
会
の
前
半
は
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ビ

ン
ゴ
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
行
い
、
後
半

は
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ひ
ま

わ
り
会
」（
仲
里
司
代
表
＝
湯
ヶ
野
＝
）に

よ
る
ク
イ
ズ
や
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
を
披

露
し
ま
し
た
。

会
の
最
後
は
、
ひ
ま
わ
り
会
の
会
員

が
水
戸
黄
門
を
演
じ
て
鑑
賞
者
の
笑
い

を
誘
い
、
楽
し
げ
な
雰
囲
気
で
恒
例
行

事
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

はつらつと元気に！
デイサービス利用者と交流

水戸黄門を演じるひまわり会の皆さん

町
内
の
有
志
団
体
「
元
気
会
」（
馬
場

章
夫
会
長
＝
長
野
＝
）
が

月
９
日
、

１２

河
津
中
学
校
へ
プ
ル
タ
ブ
約
４
㌔
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

元
気
会
は
、
４
年
前
か
ら
中
高
年
の

体
力
づ
く
り
に
と
毎
週
火
曜
日
の
午
前

中
、
長
野
公
民
館
で
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
会
の
発

足
当
初
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

プ
や
衣
類
な
ど
の
布
、
プ
ル
タ
ブ
の
回

収
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
は
町
商
工
会
婦
人
部

へ
、
衣
類
な
ど
の
布
は
サ
ン
シ
ニ
ア
河

津
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
会
員

人
で
集

２０

め
た
約
４
㌔
の
プ
ル
タ
ブ
を
河
津
中
学

校
へ
寄
贈
。
今
年
は
、
河
津
中
学
校
厚

生
委
員
会
委
員
長
の
佐
久
間
桃
さ
ん
＝

上
佐
ヶ
野
＝
に
手
渡
し
ま
し
た
。

生徒会の活動に役立てて
元気会が河津中へプルタブ４㌔ 寄贈

馬場会長からプルタブを手渡される佐久間さん

南
小
・
河
津
中
合
同
の
家
庭
教
育
学

級
事
業
『
河
津
の
「
逃
げ
地
図
」
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
が

月

日
、

１２

１１

南
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
学
級
生

や
防
災
関
係
者
な
ど
約

人
が
参
加
し

８０

ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
千
葉
大
学

大
学
院
教
授
の
木
下
勇
氏
と
明
治
大
学

教
授
の
山
本
俊
哉
氏
を
講
師
に
、
地
域

別
の
白
地
図
を
各
グ
ル
ー
プ
で
広
げ
、

地
図
上
の
非
津
波
浸
水
域
を
ゴ
ー
ル
に

避
難
路
を
書
き
記
す
「
逃
げ
地
図
」
づ

く
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
非
津
波
浸
水
域
ま
で
の

最
短
ル
ー
ト
や
土
砂
災
害
の
危
険
箇
所

を
話
し
合
い
、
避
難
に
か
か
る
時
間
を

色
分
け
し
た
後
、
避
難
す
る
方
向
を
記

入
し
、
地
図
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

津波からの逃げ地図作成 南小・河津中家庭教育学級

津波からの避難を想定し地図を作る参加者



６７

平
成

年
４
月
１
日
か
ら

２７

軽
自
動
車
税
の
税
額
が
変
わ
り
ま
す

平
成

年
度
地
方
税
法
の
改
正

２６

に
よ
り
、
平
成

年
４
月
１
日
か

２７

ら
平
成

年
度
に
か
け
て
軽
自
動

２８

車
の
税
率
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

車
両
の
種
類
や
新
規
検
査
年
月
に

よ
っ
て
、
適
用
さ
れ
る
税
率
が
異

な
り
ま
す
の
で
自
動
車
検
査
証
な

ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

原
動
機
付
自
転
車
、
二
輪
の
軽
自

動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
、
小

型
特
殊
自
動
車

新
車
・
中
古
車
を
問
わ
ず
、
平

成

年
３
月

日
以
前
か
ら
所
有

２７

３１

し
て
い
る
車
両
、
平
成

年
４
月

２７

１
日
以
後
に
取
得
す
る
車
両
全
て

に
（
表
１
）
の
と
お
り
新
税
率
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

三
輪
以
上
の
軽
自
動
車

平
成

年
４
月
１
日
以
後
に
新

２７

規
取
得
す
る
新
車
は
（
表
２
）
の

と
お
り
、
新
税
率
が
適
用
さ
れ
ま

す
。平

成

年
３
月

日
以
前
か
ら

２７

３１

所
有
し
て
い
る
新
車
・
中
古
車
、

平
成

年
４
月
１
日
以
後
に
取
得

２７

す
る
中
古
車
（
最
初
の
新
規
検
査

（
※
１
）
が
平
成

年
３
月

日

２７

３１

以
前
の
も
の
）
は
現
行
税
率
の
ま

ま
で
す
。

ま
た
、
平
成

年
度
の
納
税
分

２８

か
ら
は
、次
の
車
両
に
重
課
税
額（
※

２
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

対
象

最
初
の
新
規
検
査
か
ら
１３

年
経
過
す
る
車
両
（
平
成

年
度

２８

で
あ
れ
ば
、
平
成

年
３
月

日

１５

３１

以
前
に
取
得
の
車
）

対
象
外

電
気
自
動
車
、
天
然
ガ

ス
自
動
車
、
メ
タ
ノ
ー
ル
軽
自
動

車
、
混
合
メ
タ
ノ
ー
ル
軽
自
動
車

※
１

最
初
の
新
規
検
査
は
、
今

ま
で
に
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
軽
自
動
車
を
新
た

に
使
用
す
る
と
き
に
受
け
る
検
査

で
す
。
車
検
証
の
初
度
検
査
年
月

欄
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
２

重
課
税
額
は
、
軽
自
動
車

の
グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観
点
か

ら
、
最
初
の
新
規
検
査
か
ら

年
１３

経
過
し
た
車
両
に
つ
い
て
税
額
を

引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者

（
納
税
義
務
者
）
に
軽
自
動
車
税

が
課
税
さ
れ
ま
す

軽
自
動
車
税
に
月
割
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
。
４
月
２
日
以
降
に
廃

車
や
譲
渡
し
て
も
、
そ
の
年
度
の

軽
自
動
車
税
の
納
付
が
義
務
付
け

税額（年間）
車種区分

重課税額新税額現行税額

４,６００円３,９００円３,１００円軽三輪車（総排気量６６０cc以下）

８,２００円６,９００円５,５００円営業用
乗用

軽四輪車
１２,９００円１０,８００円７,２００円自家用

４,５００円３,８００円３,０００円営業用
貨物

６,０００円５,０００円４,０００円自家用

（表２）軽四輪および軽三輪

ら
れ
て
い
ま
す
。

車
検
切
れ
な
ど
で
使
用
不
能
に
な
っ

て
も
廃
車
処
理
さ
れ
ま
せ
ん

廃
棄
や
車
検
切
れ
、
使
用
不
能

で
放
置
し
て
い
る
場
合
で
も
廃
車

申
告
が
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
、
継

続
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
必
ず
廃

車
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

廃
車
・
名
義
変
更
・
住
所
変
更
な

ど
の
手
続
き
先

○
原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型

特
殊
自
動
車

問

役
場
町
民
生
活
課
税
務
係

（
３
４
）
１
９
２
８

○
二
輪
の
軽
自
動
車
（
１
２
５
c

c
を
超
え
２
５
０
c
c
以
下
の
二

輪
車
）

問

軽
自
動
車
販
売
店
協
会

０
５
５
（
９
８
８
）
４
０
２
２

○
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
２
５
０

c
c
を
超
え
る
二
輪
車
）

問

沼
津
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
５
１

○
軽
自
動
車
（
三
輪
・
四
輪
）

問

軽
自
動
車
検
査
協
会

０
５
５
（
９
８
８
）
３
８
４
７

耐

施
す
る
場
合
、
工
事
費
用
の
う
ち
、

万
円
（
高
齢
者
の
み
の
世
帯
は

５０
万
円
）
ま
で
の
金
額
を
補
助
し

７０ま
す
。

【
補
助
金
の
手
続
き
】

①
工
事
前

工
事
契
約
前
に
県
耐
震
診
断
補

強
相
談
士
に
依
頼
し
耐
震
補
強
計

画
を
立
て
、
補
助
金
申
請
書
を
役

場
建
設
課
に
提
出
。
建
設
課
で
は
、

補
助
金
の
対
象
の
建
物
で
あ
る
か

確
認
し
ま
す
。

②
工
事
後

工
事
終
了
後
、
完
了
報
告
書
を

提
出
。
申
請
ど
お
り
工
事
が
行
わ

れ
た
か
を
確
認
し
ま
す
。

③
補
助
金
交
付

耐
震
工
事
終
了
後
、
補
助
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

【
補
強
工
事
後
の
税
制
控
除
制
度
】

①
所
得
税

住
宅
耐
震
改
修
に
係
る
耐
震
工

事
の
標
準
的
な
費
用
の

％
（
最

１０

高

万
円
）
を
控
除
し
ま
す
。

２５
②
固
定
資
産
税

平
成

年

月

日
ま
で
に
工

２７

１２

３１

事
が
完
了
し
た
も
の
で
、
家
屋
全

体
の
固
定
資
産
税
を
１
年
分
半
額

と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
１
戸
当
た

り
床
面
積
が
１
２
０
愛
を
超
え
る

住
宅
の
場
合
は
１
２
０
愛
相
当
分

の
固
定
資
産
税
額
ま
で
が
減
額
対

象
で
す
。

診
断
の
対
象
と
な
る
建
物
は
、

昭
和

年
５
月
以
前
に
建
て
ら
れ

５６

た
木
造
住
宅
で
す
。
町
か
ら
専
門

家
（
県
耐
震
診
断
補
強
相
談
士
）

を
派
遣
し
て
、
住
宅
の
耐
震
診
断

を
１
棟
１
回
限
り
で
行
い
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
。

診
断
を
希
望
す
る
人
は
、
役
場

建
設
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
わ
が
家
の
専
門
家
診
断
事
業
」

に
よ
る
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危

険
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合

は
、
住
宅
の
補
強
計
画
を
作
成
し

ま
す
。

こ
の
補
強
計
画
作
成
に
は
、
一

般
的
に

万
円
程
度
の
費
用
が
か

１５

か
り
ま
す
。
そ
の
費
用
に
町
で
は
、

１
戸
あ
た
り
９
万
６
千
円
ま
で
の

金
額
を
補
助
し
ま
す
。（
費
用
３
分

の
２
以
内
）
な
お
、
高
齢
者
（
６５

歳
以
上
）
の
み
の
世
帯
は

万
４

１４

千
円
ま
で
の
金
額
を
補
助
し
ま
す
。

作
成
し
た
「
木
造
住
宅
補
強
計

画
」
に
よ
り
耐
震
補
強
工
事
を
実

਒

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
T
O
U
K
A
I
〔
東
海
・
倒
壊
〕－

と
う
か
い

０ゼ
ロ

町
で
は
、
予
想
さ
れ
る
東
海
地
震
か
ら
１
人
で
も
多
く
の
命
を
守

る
た
め
、
国
・
県
と
と
も
に
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
T
O
U
K
A
I－

０
」
を
推
め
て
い
ま
す
。
古
い
木
造
住
宅

の
無
料
耐
震
診
断
や
耐
震
補
強
工
事
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
お
宅
を
も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

わ
が
家
の
専
門
家
診
断
事
業

木
造
住
宅
補
強
計
画
の
策
定

木
造
住
宅
耐
震
補
強
の
助
成

■問い合わせ

役場建設課管理係 緯３４－１９５２

役場町民生活課税務係 緯３４－１９２８

新潟県中越沖地震（平成１９年）で倒壊した木造住宅
（写真提供：県建築安全推進課）

ま
ず
は
無
料
の
耐
震
診
断
を
！

補
強
工
事
費
用
を
補
助
し
ま
す

倒
壊
の
危
険
性
に
備
え
補
強
へ

税額（年間）
車種区分

平成２７年度から平成２６年度まで

２,０００円１,０００円５０cc以下

原動機付

自転車

２,０００円１,２００円５０cc超～９０cc以下

２,４００円１,６００円９０cc超～１２５cc以下

３,７００円２,５００円ミニカー

３,６００円２,４００円二輪の軽自動車（１２５cc超～２５０cc以下）

６,０００円４,０００円二輪の小型自動車（２５０cc超）

２,４００円１,６００円農耕作業用小型特殊

自動車 ５,９００円４,７００円その他（特殊作業用）

（表１）原動機付自転車、二輪の軽自動車、二輪の小型自動車、小型特殊自動車



８

まちの
出来事

ZOOMINKAWAZU

９

町主催のジオパーク初級講座「伊豆半島

ジオパークについて学ぼう」が１２月１１日に

行われ、受講者１０人は伊豆半島ジオパーク

と町内のジオサイトを学びました。講座で

は、認定ジオガイドの板垣秀実さん＝下

佐ヶ野＝が伊豆半島の成り立ちと現地を見

学しながらジオサイトの特徴を説明し、河

津平安の仏像展示館では、上原仏教美術館

主任学芸員の田島整さん＝下峰＝が地すべ

りに襲われた仏像群の歴史を話し、受講者

は熱心に耳を傾けていました。

ジオパークを学ぶ
ジオパーク初級講座

伊豆の踊り子からPRグッズを受け取る歩行者

河津町と東伊豆町は１２月１３日、横浜市のJR桜木町駅

構内で両町職員・観光関係者合同の観光キャンペーン

を実施しました。用意した町の観光パンフレットや

カーネーションの切り花、ノベルティグッズなどを伊

豆の踊り子とともに配り、町の魅力をPRしました。友

人と来ていた５０代女性は「もうすぐ、河津桜まつりの

季節だね。また行きますよ」と声を掛けていました。

桜木町で町の魅力をPR
河津町・東伊豆町合同観光キャンペーン

碑文を朗読する伊豆の踊り子

湯ヶ野にある踊子文学碑前で１１月２４日、第１０回「伊

豆の踊子」文学祭が開催されました。伊豆の踊り子が

碑文を朗読し、町・観光・地区関係者が献花を行い、

川端康成先生を顕彰しました。式典後、福田家女将に

よる語りの会と活動弁士による無声映画「伊豆の踊子」

の上映会を実施しました。ファンや地域住民など約１００

人が集まり、盛大に記念イベントが開催されました。

記念イベントを盛大に開催
「伊豆の踊子」文学祭

歯周病の予防について話す西島宗弘氏

町と県賀茂健康福祉センター主催の歯と口の講演会

が１２月２日、町保健福祉センターで行われ、地域住民約

３０人が参加しました。西島宗弘氏（西島歯科クリニッ

ク＝伊豆の国市＝）を講師に招き「歯周病と糖尿病な

ど全身疾患との関係について」をテーマとした講演を

実施し、参加者は歯周病の予防・治療や全身に及ぼす

影響、よく噛むことの重要性を学びました。

歯周病の治療・予防を学ぶ
歯と口の講演会

将来の夢を語った鈴木さん

第１３回町青少年の主張大会が１１月３０日、町保健福祉

センターで行われ、小学生から高校生まで代表８人が

日ごろ思っていることや将来について発表しました。

発表者は次のとおりです。鈴木曜（南小６年）、山崎愛

乃（東小６年）、飯田光莉（西小６年）、石井日菜子（河

津中１年）、鎌田亜紗樹（同２年）、砂田たまき（同３年）、

塚田千絵（下田高１年）、渡辺優（稲取高１年）

社会の一員として思いを語る
青少年の主張大会

町
内
各
地
で
盛
大
に
秋
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

梨
本
地
区
で
は
滝
ま
つ
り
が
１１

月

日
、初
景
滝
前
で
開
催
さ
れ
、

２０
ミ
ス
伊
豆
の
踊
り
子
や
山
伏
姿
の

協
会
員
が
猪
鍋
や
滝
酒
を
１
杯
１

０
０
円
で
サ
ー
ビ
ス
し
、
来
場
客

を
も
て
な
し
ま
し
た
。

下
峰
地
区
で
は
峰
温
泉
大
噴
湯

ま
つ
り
が

月

日
、
同
公
園
で

１１

２３

開
催
さ
れ
、
地
上

㍍
に
達
す
る

３０

大
噴
湯
の
噴
き
上
げ
や
伊
勢
エ
ビ

入
り
の
大
噴
湯
鍋
の
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
来
場
客
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

同
日
、
見
高
入
谷
地
区
で
は
紅
葉

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

新
鮮
野
菜
や
加
工
品
が
飛
ぶ
よ
う

に
売
れ
、
猪
鍋
と
み
か
ん
餅
の
餅

つ
き
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
谷
津
地
区
で
は
、
な
ら

ん
だ
の
里
河
津
平
安
の
仏
像
展
示

館
の
特
別
展
示
が
行
わ
れ
、
出
土

し
た
仏
像
の
ひ
ざ
や
腕
な
ど
の
展

示
と
伊
勢
エ
ビ
の
み
そ
汁
が
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。

見
高
浜
地
区
で
は
伊
勢
エ
ビ
ま

る
ご
と
１
匹
海
賊
焼
き
が

月
１１

３０

日
、
舟
戸
の
番
屋
で
開
催
さ
れ
、

１
２
０
人
分
用
意
し
た
伊
勢
え
び

の
海
賊
焼
き
や
み
そ
汁
が
完
売
し
、

地
域
住
民
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

Topics
多彩なイベントを開催

秋まつり各種イベント

猪鍋を来場客に配るミス伊豆の踊り子（梨本）

上 各店舗に長蛇の列（見高入谷）

左 大噴湯鍋のサービス（下峰）

上 河津七滝の岩肌を熱心に
見学
左 田島さんの話に聴き入る
受講者



１０

河津は第２の故郷です
３０３

フ シュレッ

距
離
を
縮
め
ら
れ
る
よ
う
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
笑
顔
を

大
切
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

趣
味
は
読
書
と
美
術
館
巡
り
。

大
学
で
は
民
俗
学
を
学
び
、
文

化
財
に
も
興
味
が
あ
る
そ
う
で

す
。
自
分
の
将
来
に
つ
い
て「
町

で
知
ら
な
い
こ
と
も
多
く
あ
る

の
で
、
自
分
ら
し
く
、
今
後
ど

の
よ
う
に
生
活
し
て
い
く
か
模

索
中
で
す
」
と
、
将
来
を
し
っ

か
り
と
見
据
え
て
話
す
石
田
さ

ん
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

役
場
町
民
生
活
課
の
窓
口
に

お
寄
り
の
際
は
、
石
田
さ
ん
が

対
応
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、未
来
に
向
か
っ
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
！

「
母
方
の
実
家
が
あ
り
、
年
中

行
事
も
や
っ
て
い
た
の
で
、
河

津
は
第
２
の
故
郷
で
す
」
と
話

す
松
崎
町
出
身
の
石
田
有
樹
子

さ
ん
は
、
役
場
町
民
生
活
課
で

働
く
社
会
人
１
年
目
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
ん
で
す
。

公
務
員
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

を
「
社
会
へ
貢
献
で
き
て
い
る

か
自
覚
し
や
す
く
、
表
現
で
き

る
と
思
っ
た
た
め
」
と
話
す
石

田
さ
ん
。
仕
事
の
内
容
は
、
戸

籍
な
ど
各
種
届
出
の
受
理
、
住

民
基
本
台
帳
の
登
録
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
覚
え
る
こ
と
が
多

く
、
日
々
勉
強
が
大
切
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
」
と
仕
事
の
感

想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
窓
口
で
は
町
民
と
の

帰
宅
後
は
、
サ
ー
ブ
練
習
や

反
復
横
跳
び
な
ど
自
主
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
土
曜
日
の
夜
は
卓
球
ク
ラ

ブ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
中
学
生
だ
け
で

な
く
大
人
と
も
練
習
や
試
合
が

で
き
る
の
で
、
レ
ベ
ル
の
高
い

練
習
が
で
き
ま
す
。
上
手
な
人

と
た
く
さ
ん
練
習
を
し
て
、も
っ

と
も
っ
と
強
く
な
り
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
勉
強
と
卓
球
を

両
立
さ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
大

会
で
活
躍
で
き
る
選
手
に
な
る

た
め
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
卓
球
は
面
白
く
て
元

気
に
な
れ
る
の
で
、
た
く
さ
ん

の
人
に
卓
球
の
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

僕
の
将
来
の
夢
は
、
高
難
度

の
技
が
き
め
ら
れ
る
卓
球
選
手

に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
わ
け

は
、
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
や
バ
ッ
ク

ス
マ
ッ
シ
ュ
な
ど
難
し
い
技
を
決

め
た
時
、
対
戦
相
手
や
見
て
く

れ
る
人
が
驚
い
て
、
と
て
も
気

持
ち
が
い
い
し
、
試
合
に
勝
ち

上
が
っ
て
い
け
る
か
ら
で
す
。

卓
球
が
も
っ
と
上
手
く
な
り
、

い
ろ
い
ろ
な
大
会
に
出
場
し
て

活
躍
し
た
い
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
毎
日
し
っ
か
り
と
練
習
に

取
り
組
ん
で
、
確
実
に
実
力
が

身
に
付
く
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

僕
は
夢
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
部
活
動
で
は
一
球
一

球
集
中
し
て
打
ち
込
み
を
し
て

い
ま
す
。

練習に励む高溝さん

卓球選手を目指して

【
取
材
】板
垣
敏
子
さ
ん（
民
間
広
報
協
力
員
）

高溝 亮奨さん
たかみぞ りょうしょう

浜

河津中学校１年
１３

石田 有樹子さん
いしだ ゆきこ

笹原

２３歳 A型 おひつじ座

河津町役場 勤務
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図書館だより
http://www.bunkanoie.town.kawazu.shizuoka.jp

No.１４１

新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

出版社著者名書 名（一般書）

幻冬舎百田尚樹殉愛

講談社林真理子
大原御幸
帯に生きた家族の物語

新潮社山本一力べんけい飛脚

中央公論新社田原総一郎
日本人と天皇
昭和天皇までの二千年を追う

実務教育出版永田沙戀
花咲く書道入門
人とのつきあいが楽しくなる

出版社著者名書 名（児童書）

小学館石井聖岳／作み～んなパンダ

ポプラ社塚本やすし／作やきざかなののろい

文溪堂
クラウディア・ミルズ／作
若林 千鶴／訳

読書マラソン、チャンピオンはだれ？

ポプラ社
イノウエミホコ／作
東野 さとる／絵

男子☆弁当部
あけてびっくり！オレらのおせち大作戦！

NHK出版下島陽平／監修親子で学ぶはじめての囲碁

【開館時間】
９：００～１８：００土・日は１７時まで
【休館日】月曜・祝日・月末日
【問い合わせ】
町立文化の家図書館緯３４－１１１５

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート

と き：１月２９日(木）１３時～
ところ：保健福祉センターふれあいホール
対象者：平成２６年９月生まれの赤ちゃん

図書館カレンダー １月

土金木水火月日

３２１

１０９８７６５４

１７１６１５１４１３１２１１

２４２３２２２１２０１９１８

３１３０２９２８２７２６２５

■は休館日です。本の返却は返却ボックスへ。

今月のおはなし会

「さくらの会」読み聞かせ会
１４時３０分～幼児向け

１月１１・１８・２５日

(日曜日)

乳幼児向けの読み聞かせ
「はらぺこあおむしの会」

１０時１０分～１０時３０分０・１・２歳児向け

１０時４０分～１１時２・３歳児向け

１月８・１５・２２・２９日

(木曜日)

１４時３０分～１５時幼児向け

１月８日

(第２木曜日)

小学生向けの読み聞かせ
「時間のはこぶね」

１５時５０分～１６時２０分小学生向け

１月８・１５・２２・２９日

(木曜日)

※おはなし会は読み聞かせ室で行います。
変更がある場合は、図書館に掲示します。

著／養老孟司■「自分」の壁

著／阿川佐和子■叱られる力

著／上橋菜穂子■鹿の王（上・下）

著／池上彰■おとなの教養

著／角田光代■ポケットに物語を入れて

著／姜尚中■心の力

著／小玉歩■あなたはまだ本気出してないだけ

著／辻村深月■ハケンアニメ！

著／鎌田實■１％の力

著／よしもとばなな■花のベッドでひるねして

著／ときど■東大卒プロゲーマー

２０１５「若い人に贈る読書のすすめ」

成人式・卒業式など新たな人生の一歩を踏み出す若い人にぜひ読ん

でもらいたい本を紹介します。

フレッシュな新成人の皆さんに！

「自分」の壁
脳、人生、医療、死、情報、仕事
など、頭の中にある「壁」を超え
たときに、新たな思考の次元が見
えてくる。最初から最後まで目か
らウロコの指摘が詰まった一冊。

第３回「静岡書店大賞」を発表！
県内の書店従業員・図書館員が選んだ「県民に今読んでほしい本」

を紹介します。

≪小説部門≫

柚木麻子／新潮社● 大賞 本屋さんのダイアナ

≪児童書Ⅰ新作部門≫

いわいとしお／偕成社● 大賞 うみの１００かいだてのいえ

いもとようこ／金の星社● ２位 かぜのでんわ

みやにしたつや／金の星社● ３位 おかあさんだいすきだよ

≪児童書Ⅰ名作部門≫

なかがわりえこ

やまわきゆりこ／偕成社
● 大賞「ぐりとぐら」

本屋さんのダイアナ
私の呪いを解けるのは、私だけ。
自分の全てを否定していた孤独な
ダイアナに、本の世界と同級生の
彩子だけが光を与えてくれた。強
さと切なさを紡ぐ長編小説。
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●今月のテーマ

ノロウイルスに
ご用心！

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
ご
用
心
！

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
手
指
や

食
品
な
ど
を
介
し
て
口
か
ら
感

染
し
、

～

時
間
か
け
て
腸

２４

４８

の
中
で
増
殖
し
て
、
嘔
吐
や
下

痢
、
腹
痛
な
ど
の
症
状
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
多
く
は
軽
症
で

１
～
２
日
で
回
復
し
ま
す
が
、

子
ど
も
や
高
齢
者
は
重
症
化
し

た
り
、
嘔
吐
物
を
吸
い
込
ん
で
、

肺
炎
や
窒
息
を
起
こ
し
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
治
療
は
輸
液
な
ど
の

対
症
療
法
が
行
わ
れ
ま
す
。
下

痢
止
め
は
回
復
を
遅
ら
せ
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
自
己
判
断
で

の
安
易
な
服
用
は
お
勧
め
し
ま

せ
ん
。

予
防
方
法
は
？

●
２
度
手
洗
い

保
健
福
祉
課

稲
葉

臣

保
健
師

調
理
前
や
食
事
前
、
ト
イ
レ

の
後
な
ど
、
汚
物
処
理
を
行
っ

た
後
に
は
、
石
鹸
を
泡
立
て
て

念
入
り
な
手
洗
い
が
重
要
で
す
。

秒
ず
つ
２
度
、
計

秒
の
手

３０

６０

●
調
理
器
具
の
殺
菌

洗
剤
を
使
い
洗
浄
し
た
後
、

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩

素
系
漂
白
剤
で
も
代
用
可
）
で

浸
し
な
が
ら
拭
き
ま
す
。

℃
８５

以
上
の
熱
湯
で
加
熱
す
る
方
法

も
有
効
で
す
。

●
患
者
の
吐
物
・
便
の
処
理

マ
ス
ク
や
手
袋
を
着
用
し
て
、

床
の
汚
れ
は
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル

な
ど
で
取
り
除
き
、
次
亜
塩
素

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
浸
す
よ
う
に

拭
い
た
後
、水
拭
き
を
し
ま
す
。

衣
類
は
洗
剤
を
入
れ
た
水
の
中

で
も
み
洗
い
し
た
後
、

℃
１

８５

分
間
以
上
の
熱
水
洗
濯
か
次
亜

塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
消
毒
を

し
ま
し
ょ
う
。
洗
濯
後
の
高
温

乾
燥
機
の
使
用
も
効
果
的
で
す
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
。

洗
い
が
お
勧
め
で
す
。

●
十
分
な
加
熱

二
枚
貝
な
ど
の
食
品
の
場
合

は
、
中
心
部
が

～

℃
で

８５

９０

９０

秒
以
上
の
加
熱
が
望
ま
れ
ま
す
。

保健のお知らせ

保健福祉課 緯３４－１９３７

感染予防を心がけましょう

■育児相談

子育てには悩みがつきもの…、一人

で悩まないで相談してください。

日 時 ２月３日(火)

９時３０分～１１時３０分

場 所 保健福祉センター

ふれあいホール

対象者 子育て中の保護者

内 容 身体測定、離乳食、育児相談

歯科衛生士による歯科相談、

フッ素塗布（希望者）

持ち物 母子健康手帳

■健康相談および母子健康手帳交付

日 時 １月１９日(月)

１３時３０分～１５時３０分

２月２日(月)

１３時３０分～１５時３０分

場 所 保健福祉センター

■のびのび発達検査（要予約）

日 時 １月２６日(月)

場 所 保健福祉センター

対象者 子どもの言葉の発達やしつけ

などで心配なことがある人

内 容 児童相談所心理司による精神

発達精密検査と個別相談

友だちと一緒に子育てサロンにて

公
的
年
金
受
給
者
も

差
額
の
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

平
成

年

月
１
日
か
ら
「
児
童
扶
養
手
当

２６

１２

法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
公
的
年

金
を
受
給
す
る
場
合
は
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
年
金
額
が
児
童
扶

養
手
当
額
よ
り
低
い
場
合
は
、
そ
の
差
額
分
の

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

新
た
に
手
当
を
受
給
で
き
る
場
合

〇
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
祖
父
母
で
、
低

額
の
老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

〇
父
子
家
庭
で
、
お
子
さ
ん
が
低
額
の
遺
族
厚

生
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
場
合

〇
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が
死
亡
し
、
お

子
さ
ん
が
低
額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受

給
し
て
い
る
場
合

な
ど

手
当
を
受
給
す
る
手
続
き

役
場
保
健
福
祉
課
へ
申
請
が
必
要
で
す
。
受

給
し
て
い
る
年
金
額
が
手
当
額
よ
り
低
い
か
ど

う
か
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

支
給
開
始
日

申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
開
始
と
な
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
公
的
年
金
を
受
給
し
て

い
た
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き

な
か
っ
た
人
の
う
ち
、
平
成

年

月
１
日
に

２６

１２

支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
が
平
成

年
３

２７

月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
は
、
平
成

年

月

２６

１２

分
の
手
当
か
ら
受
給
で
き
ま
す
）

問

保
健
福
祉
課

緯
（
３
４
）
１
９
３
７

１３

県
内

市
町
が
参
加
し
た
第

３５

１５

回
県
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が

月
６
日
、
県
庁
前
か
ら
草
薙
陸

１２上
競
技
場
ま
で
の

区
間
、

・

１１

４２

㎞
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

１９５河
津
町
チ
ー
ム
は
町
の
部（

チ
ー

１２

ム
中
）
８
位
と
な
り
、
敢
闘
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
小
学
生
１
５
０
０
ｍ
で
は
、

正
木
楓
さ
ん
（
南
小
６
年
・
笹
原
）

が
町
の
部
男
子
で
２
位
の
成
績
を

収
め
、
閉
会
式
で
は
、
大
会
に
１５

回
連
続
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
片
山
径

介
さ
ん
（
上
峰
）
に
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。【
河
津
町
】
町
の
部

８
位

タ
イ
ム
２
時
間

分

秒

３１

２１

人
が
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ

１１町
の
部
８
位
・
敢
闘
賞

第

回
県
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

１５

new
s

news
and
info

new
s

災
害
時
に
備
え
訓
練
を
実
施

地
域
防
災
訓
練

団
員
に
よ
る
消
火
訓
練
な
ど
を
実

施
し
、
防
災
意
識
の
高
揚
と
初
期

消
火
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

大
地
震
の
突
然
発
生
を
想
定
し

た
地
域
防
災
訓
練
が

月
７
日
に

１２

行
わ
れ
、
各
自
主
防
災
組
織
で
避

難
誘
導
や
初
期
消
火
な
ど
の
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

笹
原
地
区
で
は
、
避
難
場
所
に

指
定
し
て
い
る
笹
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

防
災
セ
ン
タ
ー
が
津
波
被
害
で
使

用
で
き
な
い
状
況
を
想
定
し
、
自

主
防
災
組
織
の
本
部
を
河
津
桜
観

光
交
流
館
に
設
置
し
て
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

参
集
訓
練
を
終
え
た
後
、
消
防

河津桜観光交流館に避難した笹原区民

任
期
満
了
に
伴
う
、
河
津
町
上

河
津
財
産
区
議
会
議
員
選
挙
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◎
立
候
補
予
定
者
説
明
会

２
月
９
日
（
月
）

時

分
～

１３

３０

役
場

第
１
会
議
室

◎
候
補
者
届
出
書
類
事
前
審
査

２
月

日
（
火
）
９
時
～

時

１７

１１

役
場

第
１
会
議
室

◎
立
候
補
届
出
受
付

２
月

日
（
火
）
８
時

分
～

２４

３０

時

第
１
会
議
室

１７
◎
投
票
・
開
票

３
月
１
日
（
日
）
投
票
７
時
～

時

開
票

時
～

１８

１９

◎
被
選
挙
権
・
選
挙
権
の
要
件

平
成

年

月

日
確
定
の
選

２６

１２

２０

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
、
次
の

要
件
に
該
当
す
る
人

・
被
選
挙
権
…

歳
以
上
で
、
財

２５

産
区
の
区
域
内
に

年
以
上
住
所

２０

を
有
す
る
人
。（
以
前
被
選
挙
権
を

有
し
て
い
た
人
は

年
以
上
）

１０

・
選
挙
権
…

歳
以
上
で
、
財
産

２０

区
の
区
域
内
に
３
年
以
上
住
所
を

有
す
る
人
。（
以
前
選
挙
権
を
有
し

て
い
た
人
は
１
年
６
カ
月
以
上
）

問

選
挙
管
理
委
員
会

（
３
４
）
１
９
５
７

info

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙

上
河
津
財
産
区
議
会
議
員
選
挙

写真左 １区谷茉利子選手か
らのタスキを受け取り勢い
よく走り出す２区野田匠真
選手

写真下 町代表の選手団



１５ １４

相 談ひとの動き

◆今月の納税◆
町県民税４期 国民健康保険税９期

後期高齢者医療保険料６期 ２月２日（月）が納期です。

問 町民生活課 緯３４ー１９２８

暮らしの情報

身近なこと生活相談へ

日 時 １月２１日(水)１０時～１５時

場 所 保健福祉センター

ボランティア団体室

問 社会福祉協議会 緯３４－１２８６

相馬町長と直接対話

できます。事前に電話

予約してください。

日 時 １月２６日(月)

１３時３０分～

１人２０分程度 団体不可

場 所 役場町長室

予約受付 １月１９日(月)～２３日(金)

問 まちづくり推進課 緯３４－１９２４

今月のふれあい町長室

（１１月１日～３０日届出）

戸籍だより

（１２月１日現在）

(－８)前月比人７,７１４人 口

人３,７２３（男）

人３,９９１（女）

（－３）前月比世帯３,３０１世帯数

人口と世帯

犬・ねこ引き取ります

飼い主のいない犬・ねこの引き取り

日 時 ２月４日(水)

１０時４０分～１０時５０分

場 所 役場前駐車場

問 町民生活課 緯３４－１９３２

入札参加資格申請を受付

町が発注する平成２７・２８年度の建設工

事、測量、物品製造などの入札参加資

格申請の受け付けを行います。

日 時 １月１３日(火)～２月６日(金)

受付場所 総務課検査係

提出方法 持参または郵送（郵送の場

合２月６日必着）

有効期間 平成２７年４月１日～平成２９年

３月３１日

提出要領 町ホームページを参照して

ください。書面希望の場合は総務課ま

でお越しください。

問 総務課検査係 緯３４－１９１３

人権・行政・生活相談

日 時 ２月４日(水)１０時～１５時

場 所 役場２階 第２会議室

問 町民生活課窓口係 緯３４－１９３２

日本年金機構出張相談

日時・場所

１月２３日(金) 河津町役場

２月６日(金) 下田市役所（要予約）

９時３０分～１１時３０分 １３時～１４時

問 町民生活課保険年金係 緯３４－１９３２

（予約は下田市役所国保年金係緯２２－

３９２２まで）

無料合同相談会の開催

法律、不動産、税金、登記、労働な

どの悩みごとを弁護士、公認会計士、

司法書士、税理士、不動産鑑定士など

が無料で対応します。

日 時 ２月７日(土)１０時～１５時

場 所 プラザヴェルデ ４階

（沼津市大手町１-１-４）

問 県土地家屋調査士会

緯０５４－２８２－０６００

検査前日の１６時までに電話予約して

ください。検査は無料・匿名です。

日 時 １月２２日(木)

問診・採血 ９時～１２時（要予約）

結果通知 エイズ検査 １４時～１７時

肝炎検査 約１週間後

場 所 賀茂保健所１階 相談室

問 賀茂保健所 地域医療課

緯２４－２０５２

エイズ検査と肝炎検査

暮らしなんでも相談

暮らしの中の悩みごと相談を受け付

けています。消費生活、家庭、労働、

年金問題、法律関係、多重債務など、

日常生活で起こるトラブルをどこに相

談すればよいのかわからないときは、

ライフサポートセンターしずおかの

「暮らしなんでも相談」をご利用くだ

さい。悩みごとを一緒に考え、専門的

なアドバイスをしてくれる専門家を紹

介します。

相談ダイヤル 緯０５５－９２２－３７１５

受付時間 平日９時～１７時

問 ライフサポートセンターしずおか

東部事務所 緯０５５－９２２－３７１５

平成２７年１月１日から相続税の基礎控

除が引き下げられました。基礎控除額

は次のとおりです。

改正前（平成２６年１２月３１日まで）

５,０００万円＋（１,０００万円×法定相続人数）

改正後（平成２７年１月１日以降）

３,０００万円＋（６００万円×法定相続人数）

詳しい内容は、国税庁ホームページを

ご確認ください。

アドレス www.nta.go.jp

問 下田税務署 緯２２－０１８５

税務署からのお知らせ

白血球型を調べる採血とドナー（提

供者）登録の手続きを行います。検査

前日１６時までに電話予約してください。

日 時 １月２２日(木)（要予約)

場 所 賀茂保健所１階 相談室

対 象 １８歳から５４歳（男性４５kg以上、

女性４０kg以上）の人

内 容 骨髄バンクについての説明、

問診、検査用血液の採取など（約３０分）

問 賀茂保健所 地域医療課

緯２４－２０５２

骨髄バンクドナー登録

伊豆農業研究センター公開デー

施設を開放し、次のとおりイベント

を実施します。

日 時 ２月７日(土)９時３０分～１６時

場 所 伊豆農業研究センター

（東伊豆町稲取３０１２）

内 容 中晩柑新品種の試食会（１０時

～１１時、１３時３０分～１４時３０分）、試験研

究新技術展、クイズコーナー、研究施

設の公開など

問 伊豆農業研究センター

緯０５５７－９５－２３４１

県内事業所で働く（パート・アルバ

イトなど含む）すべての労働者に適用

される「静岡県最低賃金」が改正され、

時間額７６５円となりました。特定の産業

は産業別最低賃金が定められています。

問 静岡労働局労働基準部賃金室

緯０５４－２５４－６３１５

静岡県最低賃金７６５円に

退職金制度なら中退共

中小企業退職金共済制度(中退共)とは、

中小企業のための国の退職金制度です。

国が掛金の一部を助成します。管理が

簡単で掛金は全額非課税、手数料もか

かりません。詳細は下記まで。

問 中小企業退職金共済事業本部

緯０３－６９０７－１２３４

http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp/

林業退職金共済制度（林退共）に加

入していたが、退職金をまだ受け取っ

ていない人を探しています。以前林業

の仕事をしていたが、林退共に加入し

ていたかわからない人についてもお調

べします。

また、罹災された共済契約者および

被共済者の皆さまに対し各種手続き

（共済手帳の紛失、退職金の請求など）

が生じた場合は、できる限りの範囲で

速やかに対応したいと考えています。

最寄りの支部または本部へ問い合わせ、

ご相談をお願いします。

問 独立行政法人

勤労者退職金共済機構

林業退職金共済事業本部

緯０３－６７３１－２８８７

http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

林退共からのお知らせ

下田警察署管内では、昨年１月～１１月

２０日までに空き巣が６件、忍込みが８件

発生し、約７割がカギをかけていなかっ

たために被害に遭っています。

被害に遭わないための対策

入浴中や寝る時など、在宅中でも必

ずカギをかけましょう。

庭に砂利を敷いたり、玄関にセンサー

ライトや防犯ブザーを取り付けたりし

て、泥棒が侵入しにくい環境を作りま

しょう。

泥棒は近所の人に声をかけられると

犯行をあきらめることが多いので、普

段見かけない人がいたらあいさつをし

ましょう。

問 下田警察署管内防犯協会

緯２７－２７６６

施錠は防犯の基本です

県ボランティア研究集会

県内でボランティア活動や市民活動

に関心を持つ人や実際に活動をしてい

る人を対象に、情報交換などを実施し、

互いのネットワーク作りを推進します。

日 時 ２月８日(日)

９時４５分～１６時４５分

場 所 静岡文化芸術大学講堂

（浜松市中区中央２-１-１）

費 用 一般１,０００円 学生５００円

申 込 １月２０日（火）まで

問 県ボランティア協会

緯０５４－２５５－７３５７

育児・医療・健康・介護について

年中無休で各分野の専門スタッフが相談に応じます

(電話健康相談専門事業者への委託事業)

河津町２４時間電話健康相談ダイヤル



表
紙
の
写
真
は
、
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
河
津
の
凧
作
り
の
様
子
で
す
。

こ
の
日
は
、
さ
く
ら
幼
稚
園
か
ら

預
か
っ
た
凧
を
会
員
が
一
つ
一
つ

骨
を
組
ん
だ
り
、
紐
を
通
し
た
り

と
仕
上
げ
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

聞
け
ば
、
会
員
と
園
児
の
凧
揚
げ

は
毎
年
行
わ
れ
て
い
て
「
自
分
が

作
っ
た
凧
が
空
高
く
舞
う
と
、
毎

年
子
ど
も
た
ち
が
夢
中
に
な
っ
て

喜
ぶ
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。
私
が
幼
い
頃
、
家
族
と
今

井
浜
海
岸
で
凧
揚
げ
を
し
た
記
憶

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
今
年
の
お

正
月
は
、
十
数
年
ぶ
り
に
凧
揚
げ

に
挑
戦
し
ま
す
。

（
k
）

■発行 河津町役場 〒４１３－０５９５静岡県賀茂郡河津町田中２１２－２緯０５５８－３４－１１１１ ■編集 まちづくり推進課 ■印刷 禍サン印刷
■河津町ホームページアドレス http://www.town.kawazu.shizuoka.jp/ ■Eメール info@town.kawazu.shizuoka.jp

避難所の受け付けに当たる職員

災害ボランティアセンターにも多くの方のご登録をいただき、被災者

支援活動にあたっていただいています。救援物資や避難生活を送る方々

に対する食事の提供も各団体・企業にご協力いただきました。

みなさんの温かいご支援を活用し、さらに地域のつながりの強い村

づくりを目指します。

１１月２２日(土)に発生し

た長野県神城断層地震に

つきまして、多くの方に

ご支援をいただき、心よ

り感謝申し上げます。

「大規模災害時における

相互応援に関する協定」

を締結した河津町・太地

町をはじめ、周辺自治体

や関係団体等からも応援

をいただきました。また、

姉妹都市長野県白馬村通信

長野県神城断層地震救援・支援

「
す
み
ま
せ
ー
ん
。遅
く
な
り
ま
し
た
」

と
元
気
な
声
で
取
材
を
受
け
て
く
れ
た

齋
藤
文
子
さ
ん
。
齋
藤
さ
ん
は
、
町
の

介
護
予
防
教
室
で
講
師
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
素
敵
な
笑
顔
で
た
く
さ
ん
の
人
が

元
気
に
な
る
ん
だ
ろ
う
な
・
・
・
と
い

う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

「
教
室
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
に
、
歳
を
重
ね
て
も
楽
し
く
健
康

で
、
自
分
ら
し
い
人
生
を
送
っ
て
も
ら

う
こ
と
。
ま
た
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
生

活
を
送
る
た
め
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
で
す
」
と
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が

ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
孫
や

子
ど
も
た
ち
に
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ら
し

い
ね
。
お
母
さ
ん
ら
し
い
ね
」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
生
き
方
の
お
手
伝

い
が
で
き
た
ら
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ボールを使った動きを指導

以
前
、
西
伊
豆
病
院
の
健
康
管
理
室

に
勤
務
し
て
い
た
齋
藤
さ
ん
。そ
の
後
、

サ
ン
シ
ニ
ア
河
津
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
病
院
勤
務
を

し
な
が
ら
健
康
管
理
士
・
高
齢
者
体
力

づ
く
り
支
援
士
・
介
護
福
祉
士
な
ど
の

資
格
を
取
得
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生

か
し
、
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
管
理
は
「
手
は
動
く
か
な
？

足
は
動
く
か
な
？

と
体
の
確
認
を
し

て
、
夜
は
お
風
呂
で
今
日
一
日
あ
り
が

と
う
」
と
体
に
気
を
配
る
こ
と
が
秘
訣

だ
そ
う
で
す
。
取
材
を
終
え
る
と
不
思

議
と
心
が
温
か
く
な
り
新
鮮
な
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
齋
藤
さ
ん
の
パ
ワ
ー

を
も
ら
い
、
元
気
に
な
る
お
年
寄
り
が

増
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
自
分
ら
し
く

はつらつ健康教室指導員

齋藤 文子さん
さいとう ふみこ
長野 ５６歳

９年前、家族で西伊豆町から移り住
み、現在は湯ヶ野地区にある高齢者
いきいきセンターで介護予防教室の
講師を務める。

【
取
材
】
小
林
玲
子
さ
ん（
民
間
広
報
協
力
員
）


